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研究課題名「FDG-PET画像に基づくサルコイドーシスの体内における出現頻
度の研究」に関する情報公開 
 
１．研究の対象 

本研究の対象者は、2016年1月1日～2024年7月9日に名古屋大学医学附属病院にて

心臓サルコイドーシスの診断が確定もしくはそれが疑われた症例においてFDG-PET検査

が実施されている方です。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的： 

サルコイドーシスは肺や眼、リンパ節、皮膚、心臓など、さまざまな臓器に肉芽腫が

形成される疾患で、その出現部位によって様々な症状、障害を示します。例えば、心

臓にサルコイドーシスが発生した場合、致死的な不整脈を発生することがあります。

サルコイドーシスではコルチコステロイドによる初期治療法が確立していますので、

まずサルコイドーシスの診断が正確に行われることが重要となります。FDG-PETは肉

芽腫および付随する炎症反応を画像化することができるため、心臓サルコイドーシス

などの診断に利用されています。しかし全身に発生したサルコイドーシスの活動性を

評価できるFDG-PETにおいて、特徴的な発生部位を詳細かつ包括的に示した研究はあ

りません。 

本研究の目的は、心臓サルコイドーシスの診断が確定もしくはそれが疑われた症例

に対して行われたFDG-PET検査から、活動性のある病変として認識できる異常なFDG

の分布を確認し、その頻度と臨床情報との関連性に関して後方視的に調査することで

す。 

 

研究方法： 

2016年１月１日～2024年７月９日までに名古屋大学病院において心臓サルコイドーシ

スの診断もしくはそれが疑われた症例においてFDG-PET検査が実施された例を選択し

ます。次に、研究に必要となる患者さんの背景や臨床情報、検査結果、画像診断結果

などを抽出します。そして、各FDG-PET画像において放射線診断専門医によってFDG

陽性の病変と部位を確認する。最後にFDG-PET検査で確認されるサルコイドーシス病

変の分布と臨床情報との関連性を確認します。 

 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦）2027年3月31日 



 

 

 

 

＊研究責任者である南本亮吾は富士フィルムメディカル株式会社の寄付講座に所属し

ています。研究責任者の雇用費、本研究遂行のための費用は富士フィルムメディカル

株式会社の奨学寄附金から支出されますが、寄附者は研究の計画・実施・解析等に介

入いたしません。また、研究の実施があなたの権利・利益を損ねることはありませ

ん。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

 患者さんの年齢、性別、身長、体重、基礎疾患、病歴、臨床所見、病理診断結果、画像

診断結果、血液検査結果、臨床経過、PET/CT、MRI、CT検査に係る情報等の記録されてい

る情報について、電子カルテや画像を確認させていただきます。なお、カルテ番号、生年

月日、イニシャル、病理検体番号等の個人を特定しうる情報は用いません 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の

方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出くだ

さい。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

担当者：名古屋大学大学院医学系研究科 統合画像情報解析寄付講座  

特任教授 南本 亮吾 

 

名古屋市昭和区鶴舞町６５ 医系研究棟１号館８階 

直通電話番号 052-744-2327 

研究責任者：名古屋大学大学院医学系研究科 統合画像情報解析寄付講座 

特任教授・南本 亮吾 


